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重点分野 
基本方針 

 

 
 

 

重点分野の基本方針について、ロータリー財団は以下の点を強調します。 

 

1. 「未来の夢」は、補助金手続きの効率、および補助金によるプロジェクトの質を高めるこ

とを目標としています。 

2. 各方針の内容は、補助金の受領資格の有無を示しています。 

3. 受領資格の範囲内にある活動は、ロータリー・クラブと地区がこれまで最も頻繁に実施し

てきた活動内容を反映したものとなっています。 

4. プロジェクト計画は、ボトムアップ式に、提唱クラブ／提唱地区が主導して行うものです。 

5. 補助金の全申請は、各重点分野の基本方針に沿っていなければなりません。 

 

平和と紛争予防／紛争解決 

 

ロータリーは、平和と紛争予防／紛争解決のための研修、教育、実践を支援します。 

 

I. この重点分野の目的と目標 

 

ロータリー財団は、ロータリアンが以下のような形で、平和と紛争予防／紛争解決を助長するの

を支援します。  

1. 紛争予防と仲裁に関する、リーダー（リーダーとして嘱望される若者を含む）の研修。 

2. 紛争地域における平和構築の支援。 

3. 平和と紛争予防／紛争解決に関連した仕事で活躍していくことを目指す専門職業人の

ための奨学金支援。 

 

II. 受領資格の判断基準 

 

ロータリー財団は、以下を目標として掲げる活動を、重点分野「平和と紛争予防／紛争解決」の

範囲内にある活動とみなします。 

1. 非暴力、平和構築、人権を支援するための地域社会の活動で、ロータリアンではない

人々の参加を主に意図したもの。これには、会議、研修、キャンプなどが含まれる。 

2. 地域社会のニーズ（政策展開、紛争関係にある地域間のビジネス、教育改革、ピース・

ジャーナリズムなど）を主題として取り上げた紛争解決のためのワークショップの企画。 

3. 紛争の心理的影響に取り組む活動の支援。 

4. 紛争を回避するための予防策に関する青尐年教育。 
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5. ギャング（暴力的グループ）反対運動や、人々の間の大きな違い（民族的違いなど）を

乗り越えるための活動（ただしこれらに限らない）など、地域におけるマイナスの社会的

ダイナミクスに取り組む研修プログラムやキャンペーン。 

6. 以前に紛争に直接関わっていた当事者間のコミュニケーションと仲裁 

7. 上記の活動を支援する職業研修チーム（VTT） 

8. 平和と紛争予防／紛争解決に関連する大学院課程で学ぶための奨学金 

 

ロータリー財団は、以下を目標として掲げる活動を、重点分野「平和と紛争予防／紛争解決」の

範囲外にある活動とみなし、グローバル補助金の受領資格がないものとみなします。 

 

1. ロータリアンの参加を主に意図した平和会議 

2. ロータリー平和センターの提携大学において、ロータリー平和フェローが履修するのと

同じまたは類似した専修課程への留学。 

 

III. 人道的プロジェクトと職業研修チーム（VTT）を成功させるための要素 

 

グローバル補助金 

1. 持続可能性：ロータリー・クラブや地区が活動を終了した後にも、地域社会が自力で平

和と紛争解決のニーズに取り組んでいけること。 

2. 測定可能性：この重点分野について「モニタリングと評価のツールキット」にある評価基

準の中から選んで成果の測定方法を決めるか、独自の測定基準を採用すること。 

3. 地域社会が主導：現地の地域社会が、自ら特定したニーズに基づいて活動を立案する

こと。 

4. 重点分野に沿った活動：方針文書に定義された通り。 

 

IV. 奨学金を成功させるための要素 

 

グローバル補助金は、仕事で活躍していくことを目指す専門職業人のための大学院留学の奨

学金を支援します。ロータリー財団は、グローバル補助金による奨学金の申請書を審査する際、

以下の点を考慮します。 

1. 平和と紛争予防／紛争解決の分野における申請者のそれまでの職歴および活動歴。 

2. 平和と紛争予防／紛争解決に関連する履修課程。 

a. 望ましい履修課程の例として、紛争予防／紛争解決、平和と正義の研究、平和

と紛争を専門に扱う国際関係や法律などがあります。 

b. 平和と紛争問題に直接焦点を当てた履修課程である場合は、審査の際に有利

となります。 

c. 一般的な国際関係や法律は、審査の際に有利とはみなされません。 

3. 平和と紛争予防／紛争解決に関連した、申請者の将来のキャリア計画。 

 

 

  



重点分野の基本方針（2013年 5月） 3 
 

疾病予防と治療 

 

ロータリーは、疾病の原因と影響を減らすための活動と研修を支援します。 

 

I. この重点分野の目的と目標  

 

ロータリー財団は、ロータリアンが以下のような形で疾病を予防し、健康を促進するのを支援し

ます。  

 

1. 地元の医療従事者の能力向上。 

2. 伝染病の伝播を食い止め、非伝染病の発生とそれによる合併症を減らすための、疾病

予防プログラムの推進。 

3. 地域社会の医療インフラの改善。 

4. 主な疾病の蔓延を防止するための、地域社会の人々の教育と動員。 

5. 疾病またはけがによって引き起こされる身体障害の予防。 

6. 疾病予防と治療に関連した仕事で活躍していくことを目指す専門職業人のための奨学

金支援。 

 

 

II. 受領資格の判断基準 

 

ロータリー財団は、以下を目標として掲げる活動を、重点分野「疾病予防と治療」の範囲内にあ

る活動とみなします。 

 

A. 伝染病の予防と管理 

1. 検査（カウンセリングや、治療のための専門医紹介／入院を伴う） 

2. 伝染病の予防に関する教育、および予防に役立つ物資 

3. 患者のモニタリングと治療のための可搬式テクノロジー機器および車両の提供 

4. 地元の医療インフラで対応可能な機器（適切な管理プラン、メンテナンスプランを含ん

でいること） 

5. 予防プログラムの提供（予防接種、男性包皮切除、ウィルス接触前の予防など） 

6. 診断・治療のトラッキング（追跡）とモニタリングの技術的基盤の提供および研修 

7. 伝染病の治療（予防を含む）、医療従事者への研修の改善、地域社会の人々の健康を

長期的に改善するための公共保健教育の提供 

 

B.  蚊やほかの媒介生物（病原体を媒介する生物）を通じて感染する疾病 

1. 蚊帳と予防薬の提供 

2. 水の安全な貯留と蚊の発生予防に役立つ物資の提供 

3. 疾病の予防と管理のための排水システムの構築 

4. 蚊以外の媒介生物の除去 
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C. 非伝染病の予防と管理 

1. 疾病またはけがによって引き起こされる身体障害の予防に関する資料と研修の提供。 

2. 慢性病の発生と流行を減らすことを目標とした、地域社会の人々への教育、保健介入プ

ログラム、早期検査プログラム 

3. 患者のモニタリングと治療をするための可搬式テクノロジー機器と車両の提供 

4. 地元の医療インフラが対応可能な機器の提供（適切な操作プラン、メンテナンスプラン

を含む） 

5. 救命手術および先天性疾患の手術（ただし、地元の医療インフラによる対応が可能で

あり、術後ケアを含むもの） 

6.  疾病予防を含む非伝染病の治療、医療従事者の研修の改善、地域社会の人々の健康

を長期的に改善するための公共保健教育の提供 

 

D. その他の活動 

1. 疾病予防と治療に関連する大学院課程で学ぶための奨学金 

2. 上記の活動に関連する教育的要素に焦点を当てた職業研修チーム（VTT） 
 

ロータリー財団は、以下を目標として掲げる活動を、重点分野「疾病予防と治療」の範囲外にあ

る活動とみなし、グローバル補助金の受領資格がないものとみなします。  

1. 機器の購入のみを含むプロジェクト（適切な操作プランやメンテナンスプランなど、地元

の医療インフラに対応していないもの） 

2. 教育的な支援プログラムまたはプロジェクト実施現地の医療体制や能力を大きく向上さ

せる活動を提供しない医療任務／手術チーム 

 

III. 人道的プロジェクトと職業研修チーム（VTT）を成功させるための要素 

 

グローバル補助金 

1. 持続可能性：ロータリー・クラブや地区が活動を終了した後にも、地域社会が自力で疾

病予防と治療のニーズに取り組んでいけること。 

2. 測定可能性：この重点分野について「モニタリングと評価のツールキット」にある評価基

準の中から選んで成果の測定方法を決めるか、独自の測定基準を採用すること。  

3. 地域社会が主導：現地の地域社会が、自ら特定したニーズに基づいて活動を立案する

こと。  

4. 重点分野に沿った活動：方針文書に定義された通り。 

 

IV. 奨学金を成功させるための要素 

 

グローバル補助金は、仕事で活躍していくことを目指す専門職業人のための大学院留学の奨

学金を支援します。ロータリー財団は、グローバル補助金による奨学金の申請書を審査する際、

以下の点を考慮します。 

1. 疾病予防と治療の分野における申請者のそれまでの職歴および活動歴。 

2. 疾病予防と治療に関連する履修課程（例：公共保健、看護学と医学の修士・博士号取

得など）。 

3. 疾病予防と治療に関連した、申請者の将来のキャリア計画。 
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水と衛生 

 

ロータリーは、安全な飲み水と基本的な衛生設備を提供するための活動と研修を支援します。 

 

 I.   この重点分野の目的と目標 

 

ロータリー財団は、ロータリアンが以下のような形で、人々が水と衛生設備を持続的に利用でき

るようにする活動を支援します 

1. 地域社会における安全な水の公平な提供、衛生設備や衛生状況の改善。 

2. 持続可能な水設備と衛生設備の設置、資金調達、維持管理を地域社会が自ら行って

いくための能力向上。 

3. 安全な水と衛生の重要性について、地域社会の人々の認識を高めるためのプログラム

支援。 

4. 水と衛生に関連した仕事で活躍していくことを目指す専門職業人のための奨学金支援。 

 

II. 受領資格の判断基準 

 

ロータリー財団は、以下を目標として掲げる活動を、重点分野「水と衛生」の範囲内にある活動

とみなします 

1. 安全な飲み水の利用（例：水の供給および水質の改善） 

2. 衛生設備の改善 

3. 衛生環境・衛生習慣の改善 

4. 持続可能性を高めるための地域社会の開発や、地域社会による水・衛生設備の管理 

5. 水源管理プラン、および適切な水供給を必要とする食糧の安全プラン  

6. 生産用の水（例：作物、家畜など） 

7. 上記の活動を支援する職業研修チーム（VTT） 

8. 水と衛生に関連する大学院課程で学ぶための奨学金 

 

III. 人道的プロジェクトと職業研修チーム（VTT）を成功させるための要素 

 

グローバル補助金 

1. 持続可能性：ロータリー・クラブや地区が活動を終了した後にも、地域社会が自力で水

と衛生のニーズに取り組んでいけること。 

2. 測定可能性：この重点分野について「モニタリングと評価のツールキット」にあるこの重

点分野の評価基準の中から選んで成果の測定方法を決めるか、独自の測定基準を採

用すること。 

3. 地域社会が主導：現地の地域社会が、自ら特定したニーズに基づいて活動を立案する

こと。 

4. 重点分野に沿った活動：方針文書に定義された通り。 

 

  



重点分野の基本方針（2013年 5月） 6 
 

IV. 奨学金を成功させるための要素 

 

グローバル補助金は、仕事で活躍していくことを目指す専門職業人のための大学院留学の奨

学金を支援します。ロータリー財団は、グローバル補助金による奨学金の申請書を審査する際、

以下の点を考慮します。 

1. 水と衛生の分野における申請者のそれまでの職歴および活動歴 

2. 水と衛生に関連する履修課程（例：水科学／水工学、水管理、環境科学、疫学、寄生

虫学など） 

3. 水と衛生に関連した、申請者の将来のキャリア計画 

 

母子の健康 

 

ロータリーは、母子の健康を改善し、5歳未満の幼児の死亡率を減らすための活動と研修を支

援します。 

 

 I.   この重点分野の目的と目標 

 

ロータリー財団は、ロータリアンが以下の形で、母子の健康を改善するのを支援します。 

1. 5歳未満の幼児の死亡率と罹患率の削減。 

2. 妊婦の死亡率と罹患率の削減。 

3. より多くの母子に対する基本的な医療サービスの提供、地域社会の医療／保健関係の

リーダーと医療提供者を対象とした母子の健康に関する研修 

4. 母子の健康に関連した仕事で活躍していくことを目指す専門職業人のための奨学金の

支援。 

 

II. 受領資格の判断基準 

 

ロータリー財団は、以下を目標として掲げる活動を、重点分野「母子の健康」の範囲内にある活

動とみなします。 

1. 妊婦のケア（健康管理や検診） 

2. 妊婦に対する出産・分娩サービス 

3. 医療体制が不十分な地域での診療所や病院の産科への医療機器の提供（ただし、妊

婦ケアに関する教育活動を併せて行うこと） 

4. 母子の健康の専門家やリーダー（例：医師、看護師、地元の保健関係者、助産師など）

への研修または（および）「研修者を養成するための研修」 

5. スキルを備えた助産師を養成するための研修または（および）「研修者を養成するため

の研修」 

6. 両親と家族を対象とした、妊婦と子どものケアに関する教育活動 

7. 母子の健康に関連する既存の地域社会の活動や地元の女性団体の能力向上活動 

8. 避妊手段に関する教育と利用、家族計画および（または）疾病予防・減尐への取り組み

（エイズとHPVウィルスを含む） 

9. 性の健康に関する教育と研修（特に思春期の尐女） 
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10. 上記の活動に関連する教育的要素に焦点を当てた職業研修チーム（VTT）。教育の対

象は、現地の人々一般、保健／保健関係のリーダー、医療従事者など 

11. 母子の健康に関連する大学院課程で学ぶための奨学金 

12. 5歳未満の幼児に必要な予防接種 

13. 女性と思春期の尐女に必要な予防接種 

14. 母親と5歳未満の幼児の肺炎、下痢、マラリア、はしかを予防・治療するための介入 

15. 性行為で感染する病気（例：HIV／エイズ、子宮頸がん、淋病、梅毒など）が女性に及

ぼす影響を和らげるための介入 

16. HIVの母子感染の予防 

17. 母乳の奨励、および栄養失調を予防するための介入 

18. 瘻孔（ろうこう）外科的修復 

19. 口蓋裂の矯正手術／手当 

20. 救命手術、または先天性欠損・欠陥に対応する手術（現地の医療機関が実施し、適切

な術後ケアが提供される場合） 
 

ロータリー財団は、以下を目標として掲げる活動を、重点分野「母子の健康」の範囲外にある活

動とみなし、グローバル補助金の受領資格がないものとみなします。 

1. プロジェクト実施現地の能力や理解を大きく向上させる活動を含んでいない医療任務

団／手術チームの派遣 

 

III. 人道的プロジェクトと職業研修チーム（VTT）を成功させるための要素 

 

グローバル補助金 

1. 持続可能性：ロータリー・クラブや地区が活動を終了した後にも、地域社会が自力で母

子の健康のニーズに取り組んでいけること。 

2. 測定可能性：この重点分野について「モニタリングと評価のツールキット」にある評価基

準の中から選んで成果の測定方法を決めるか、独自の測定基準を採用すること。 

3. 地域社会が主導：現地の地域社会が、自ら特定したニーズに基づいて活動を立案する

こと。 

4. 重点分野に沿った活動：方針文書に定義された通り。 

 

IV. 奨学金を成功させるための要素 

 

グローバル補助金は、仕事で活躍していくことを目指す専門職業人のための大学院留学の奨

学金を支援します。ロータリー財団は、グローバル補助金による奨学金の申請書を審査する際、

以下の点を考慮します。 

1. 母子の健康の分野における申請者のそれまでの職歴および活動歴。 

2. 母子の健康に関連する履修課程（例：疫学、栄養学、グローバルヘルス、公共保健、保

健推進、看護学・医学の学位課程など） 

3. 母子の健康に関連した、申請者の将来のキャリア計画 

 

基本的教育と識字率向上 
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ロータリーは、すべての子どものための教育を改善し、子どもと成人の識字率を高めるための活

動と研修を支援します。 

 

I.   この重点分野の目的と目標 

 

ロータリー財団は、ロータリアンが以下のような形で、人々の基本的教育と識字能力習得を支

援することを可能にします 

1. 基本的教育と識字能力をすべての人々に与える地域社会の力を高めるプログラムを支

援し、地域社会の参加を促進。 

2. 地域社会における成人の識字率の向上。  

3. 教育における男女格差を減らすための活動。 

4. 基本的教育と識字率向上に関連した仕事で活躍していくことを目指す専門職業人のた

めの奨学金支援 

 

II. 受領資格の判断基準 

 

ロータリー財団は、以下を目標として掲げる活動を、重点分野「基本的教育と識字率向上」の範

囲内にある活動とみなします 

1. 質の高い基本的な初等・中等教育の機会の提供 

2. 成人の識字教育 

3. 読み書きの教授、カリキュラム開発、学校経営に関する研修の提供。 

4. 資料と設備の充実を通じた、教育経験の向上。 

5. 地域社会による教育システムの管理。 

6. 上記の活動を支援する職業研修チーム（VTT）。 

7. 学校用机の購入（ただし、基本的教育と識字率向上のための詳細かつ証明可能な計

画書を提出すること）。 

8. 基本的教育と識字率向上に関連する大学院課程で学ぶための奨学金。 

 

ロータリー財団は、以下を目標として掲げる活動を、重点分野「基本的教育と識字率向上」の範

囲外にある活動とみなし、グローバル補助金の受領資格がないものとみなします。 

1. 設備や備品の購入のみのプロジェクト。 

2. 授業料や学用品のみを提供するプロジェクトで、将来に地域社会が自力でこれらを提

供していくための手段を提供しないもの。 
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III. 人道的プロジェクトと職業研修チーム（VTT）を成功させるための要素 

 

グローバル補助金 

1. 持続可能性：ロータリー・クラブや地区が活動を終了した後にも、地域社会が自力で基

本的教育と識字率向上のニーズに取り組んでいけること。  

2. 測定可能性：重点分野について「モニタリングと評価のツールキット」にある評価基準の

中から選んで成果の測定方法を決めるか、独自の測定基準を採用すること。 

3. 地域社会が主導：現地の地域社会が、自ら特定したニーズに基づいて活動を立案する

こと。  

4. 重点分野に沿った活動：方針文書に定義された通り 

 

IV. 奨学金を成功させるための要素 

 

グローバル補助金は、仕事で活躍していくことを目指す専門職業人のための大学院留学の奨

学金を支援します。ロータリー財団は、グローバル補助金による奨学金の申請書を審査する際、

以下の点を考慮します。 

1. 基本的教育と識字率向上の分野における申請者のそれまでの職歴および活動歴。 

2. 基本的教育と識字率向上に関連する履修課程（例：教育、識字、カリキュラム開発、特

別教育、学校経営など） 

3. 基本的教育と識字率向上に関連した、申請者の将来のキャリア計画。 

 

経済と地域社会の発展 

 

ロータリーは、人々が生活と地域社会の経済に、末長い発展をもたらしていけるよう支援します。 

 

I.   この重点分野の目的と目標 

 

ロータリー財団は、ロータリアンが以下のような形で、持続可能で測定可能な長期的改善を地

域社会と人々の暮らしにもたらすために、人々に投資することを可能にします。 

1. 貧しい地域社会の経済発展を促すための、起業家、地域社会のリーダー、地元団体、

地域社会ネットワークの能力の向上。 

2. 生産性の高い仕事の機会の創出。   

3. 支援が行き届いていない地域社会での貧困の削減。 

4. 経済と地域社会の発展に関連した仕事で活躍していくことを目指す専門職業人のため

の奨学金支援。 

 

II. 受領資格の判断基準 

 

ロータリー財団は、以下を目標として掲げる活動を、重点分野「経済と地域社会の発展」の範囲

内にある活動とみなします 

1. 貧しい人々が利用できる金融サービス（マイクロクレジット、貯蓄、保険など、ただしこれ

らに限らない） 
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2. 経済と地域社会の発展に関連する研修（起業、地域社会でのリーダーシップ、職業研

修、金融知識など、ただしこれらに限らない） 

3. 貧しい人々のための小事業／協同組合／社会事業の開発および収入をもたらす活動

（雇用を創出する村全体の事業団体など、ただしこれに限らない） 

4. 自給自足農家や小農家のための農業開発（市場参入の促進など、ただしこれに限らな

い） 

5. 地域社会による、または組織的なAdopt-a-village（村全体の自立支援）、もしくは総合的

な村開発活動 

6. 上記の活動を支援する職業研修チーム（VTT） 

7. 草の根の経済開発に関連する大学院課程または地域社会の開発に特化した大学院課

程で学ぶための奨学金 

 

ロータリー財団は、以下を目標として掲げる活動を、重点分野「経済と地域社会の発展」の範囲

外にある活動とみなし、グローバル補助金の受領資格がないものとみなします。 

1. 地域社会のインフラ構築プロジェクト（収入を増やすような活動の一環ではないもの） 

2. 地域社会の美化プロジェクト 

3. コミュニティーセンターの建設や修復 

 

III. 人道的プロジェクトと職業研修チーム（VTT）を成功させるための要素 

 

グローバル補助金 

1. 持続可能性：ロータリー・クラブや地区が活動を終了した後にも、地域社会が自力で経

済と地域社会の発展のニーズに取り組んでいけること。 

2. 測定可能性：この重点分野について「モニタリングと評価のツールキット」にある評価基

準の中から選んで成果の測定方法を決めるか、独自の測定基準を採用すること。 

3. 地域社会が主導：現地の地域社会が、自ら特定したニーズに基づいて活動を計画する

こと。  

4. 重点分野に沿った活動：方針文書に定義された通り。 

 

IV. 奨学金を成功させるための要素 

 

グローバル補助金は、仕事で活躍していくことを目指す専門職業人のための大学院留学の奨

学金を支援します。ロータリー財団は、グローバル補助金による奨学金の申請書を審査する際、

以下の点を考慮します。 

1. 経済と地域社会の発展の分野における申請者のそれまでの職歴および活動歴。申請

者は、自分の仕事が貧しい人々や十分な支援を受けていない人々の経済的福祉にど

のように貢献したかを明確に示すことが求められます。 

2. 経済と地域社会の発展に関連する履修課程。 

a. 望ましい履修課程の例として、経済と地域社会の発展に焦点を当てた社会科学

のコース、ソーシャルビジネスやマイクロクレジット（小口融資）を専門とする経営

学位などがあります。 

b. 以下のような履修課程は、審査の際に有利となります。 

i. 草の根の経済発展戦略に焦点を当てたもの。 
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ii. 貧しい地域や支援の行き届いていない地域の経済問題に焦点を当てた

もの。 

iii. ソーシャルビジネスの開発を支援するもの（例：経営学修士課程におい

てソーシャルビジネス関連分野に特化した履修コースなど）。 

iv. コース名に「地域社会の開発（community development）」を含むものや、

地域社会の開発に特化したコース。 

c. 以下のような履修課程は、審査の際に有利とはみなされません。 

i. 純粋に理論だけの経済学またはマクロ的な経済学 

ii. 通常の経営学修士課程（MBA）など、一般的な民間ビジネスを扱うもの。 

iii. 地域社会の開発と一般的な形で結びつけただけで、履修コースの名称

に「地域社会の開発（community development）」という言葉が入っていな

かったり、地域社会の開発に特化したコースではないもの。 

3. 経済と地域社会の開発に関連した、申請者の将来のキャリア計画。 

a. 以下のようなキャリアは、審査の際に有利となります。 

i. 貧しい地域や支援の行き届いていない地域の経済的福祉の改善に焦点

を当てたもの。 

ii. 非営利もしくは社会的事業におけるキャリア。 

b. 以下のようなキャリアは、審査の際に有利とはみなされません。 

i. 民間企業や営利企業での一般的なビジネス活動に焦点を当てたもの。 


